
 

 

 

◆東日本大震災/交通関係の復旧について 

平成 23 年 3月 11 日に発生した M9.0 の東北地方太平洋沖地震により、道路・鉄道など交通施設がいたるとこ

ろで被害を受けました。震災後は 応急対応 → 当面の応急復旧 → 本格復旧・復興 という順序で

着々と作業は進められました。下図は国土交通省が 6/27 に発表した「交通関係の復旧状況の推移図」です。 

高速道路（東北自動車道と常磐自動車道）の全延長 979Km は、震災後 12 日程度で完全復旧しました。なお、

4月初旬から中旬にかけての余震の影響では、若干被害が出ています。 

また新幹線（東北・秋田・山形）は、全 989.6Km が、震災から約 1.5 ヶ月で復旧しています。交通手段の早

期回復が復旧への足がかりとなったことは言うまでもありません。 

 

高速道路盛土が津波災害を減災し、文字通り「命の道」となった例もあり、また道路は救急救命活動や緊急

物資輸送などにも重要な役割を果たしました。今後、臨港道路や国道などは盛土などによる嵩上げを行い、

第二・第三の堤として津波防護機能を付加すると共に、都市の拡散を防ぐ輪郭としての機能も併せ持つ“防

災施設”としても考えられています。 

 

宮城県震災復興計画（第 1 次案・事

務局原案）では、右図のような“多

重防御”の考え方が示されています。
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□交通工学研究会/事例研究報告会のご紹介 

～第 24 回事例研究報告会～ 

 
●交通工学研究会とは… 

道路交通に関する社会の要請に応えて交通工学に関

する研究を行い、道路交通の安全と円滑化を通して

社会の健全な発展に寄与するとともに、交通工学に

携わる技術者を育成することを目的として 1966 年

（昭和 41 年）に建設省と警察、学識経験者等を中心

に設立された団体です。1980 年（昭和 55 年）には

国際交通安全学会賞の栄えある第一回学会賞（業績

部門）を受賞するなど、交通工学を専門に研究する

わが国唯一の研究機関として多くの業績を上げてい

ます。 

●弊社職員がコメンテーターで出席 

交通工学研究会・交通技術研究小委員会が主催する

第２４回事例研究報告会にて「自転車道整備事例」

を M コンサルタントの佐藤さんが発表されました。

弊社からはコメンテーターとして本社事業部の鈴木

次長が出席し、発表後に自転車を取り巻く環境や自

転車走行空間整備について最新の事例と技術を紹介

し、補足説明を行いました。 

●TOP と TOE 資格制度について 

交通工学研究会認定の“交通技術資格者”と“交通

技術上級資格者”の資格（Traffic Operations 

Practitioner と Traffic Operations Engineer ）

では、①TOP は道路交通技術に関わる基礎的専門知

識を有し、道路交通運用に関わる専門業務に従事で

きる能力を有する者が認定されます。②TOE は道路

交通技術に関わる高度な専門的知識を広く体系的に

有することが認定条件となります。この資格を取る

ためには、試験に合格する必要があります。 

試験内容は、交通調査・交通流現象、道路の設計と

管理、交通安全、交通の管理と運用、交通計画、法

制度と環境影響評価など多岐にわたります。弊社で

は TOE１名、TOP3 名が在籍し活躍中です。  
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